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10　先天性結腸閉鎖症の1治験例

山崎哲・八木実（新潟大学小児外科）

大滝雅博（鶴岡荘内病院小児外科）

鈴木聡・三科武（同　外科）
吉田宏（同　小児科）

先天性結腸 閉鎖症の 1 例を経験 したの で報告す

る ･ 症例 は在胎38 過 4 日, 35 70 g で 出生の 男児 .

堰吐, 胎便排他遅延, 腹部膨満をきた し, 注腸造影

にて牌曲部まで の m i c r o c ol o n 像 を認 め 開腹 し

た ･ Ⅲ型の 結腸閉鎖症で 結腸 の 口径差が強く , そ

れ ぞれ の 盲端部で st o m a を造設 した . 術後大量

の 下血を伴う腸炎を来 し, Ⅱ期の 壊死性腸炎を考

え保存的加療を行 い軽快 した . 下部 の 結腸 へ 寒天

注入を行い 13 m m まで の 拡張が得 られ , 盤後ll

ケ月, 根治術を施行 した . 術 後縫合不全とな るも

保存的に治癒 し, 以後は順 調 に経過 し, 外来通院

経過観察中で ある .
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1 　 冠 攣 縮 の 関 与 が 疑 わ れ た ， た こ つ ぼ 型 心 筋 障

害 の 一 例

宮島武文・山口利夫（木戸病院循環器科）
津田隆志

症例は77 歳, 女性.

【主訴】 胸部不快感.

【家族歴 , 既往歴】 特記事項なし .

【現痛歴】 平成1 3 年 9 月13 日 , 朝か ら胸部不快

感が続 い た ため, 近医受診 . 心電図上 Ⅱ , Ⅲ , a V f ,

V 3 - V 6 で 0 .5 m V ま で の S T 上昇と T 彼 の 逆

転を認め たた め, 急性心筋梗塞症を疑 われて 当院

に紹介された .

【入院時所見】 C K 3 02 I U / L , W B C 92 00 / c m m .

心不全 の所見な し.

ニ ト ロ - ル舌下 によ り胸部不

快感は消失 したが, S T 上昇 は改善 しなか っ た .

ニ

トロ - ル冠注後の 冠動脈造影で は狭窄や 閉塞は認

めず, 左室造影で は心尖部を中心に 奇異性 運動を

示 し, た こ つ ぼ型の壁運動異常を呈 した .

【経過】 心筋梗塞 に準じ, A C E 阻害薬 と抗凝 固

療法で経過観察 した . C K は順調 に低下 し, 胸 部

不 快感 の 再 発 は なか っ た . 4 病 日 に 施 行 した

B M IP P シ ン チ グラ フ ィ
- で は

, 心尖部全体 に集

積低下を認めた . 3 週後に B M IP P シ ンチグラフィ -

を再検した と こ ろ, 心尖部 の集積低下 は下壁 寄り

の
一

部を残して改善した . 同時期 の 安静 時タ リ ウ

ム シン チ グラ フィ -

や M IB G シ ンチ グ ラ フ ィ -

で も, 同じ部位の 集積低下を認め た. こ れ らは
, 塞

症虚血 の 改善の 経過を示すもの と思わ れ た . 3 週

後の左室造影でも, 心尖部下壁寄り の 一

部 を除 い

て 壁運動が改善 して い た . ア セ チ ル コ リ ン を用 い

た冠撃縮誘発試験で , 左前下行枝 は全体 に細 くな


